
作成日：R6 年 6 月 17 日 

 

令和 6 年度第 2 回 高松圏域自立支援協議会 当事者団体・家族会部会議事録 

 

日付 令和 6年 6月 12日（水） 

時間 10：00 ～ 11：30 

開催会場 かがわ総合リハビリテーションセンター２Ｆ ＡＶ会議室 

参加機関等 
むつみ会、高松市障がい福祉課、高松市身体障害者協会、障害者生活支援

センターあい、地域生活支援センターこだま、香川県自閉症協会、高松市障

がい者基幹相談支援センター中核拠点、ライブサポートセンター 

欠）香川県難聴児（者）親の会、地域活動支援センタークリマ 

順不同 計８名 

 

議題：9/28・29 ジャパンパラ陸上大会のブースで部会として何を行うか 

議事 
【市より 6/10ジャパンパラ実行委員会の報告】 

・スポーツ振興課の方でパラサイクリング、盲導犬体験を予定している様子。 

・部会から実行委員会に参加のお願いを打診した形である。 

 

【事前周知】 

・9/1 広報誌『やまびこ』にて大会 PRする予定。 

・サンポートにてジャパンパラの PR イベントを実施する予定。その時に義足

体験などを実施する方向。 

 

【目的】 

① 「当事者団体・家族会部会」を知ってもらう 

 ・どういう団体が所属しているか 

 ・これまで部会で、どういう取り組みをしてきたか（防災バンダナ、お助けボ 

ード作成） 

・障がいの啓発も兼ねてヘルプマーク、防災バンダナを必要な人に配布す 

るのはどうか？ 

② パラスポーツ選手との交流の機会を設ける 



 協議のスケジュールが決まらないと難しいのではないか？実施できれば部 

会の当初の趣旨に沿った障がい啓発の形となるが・・・ 

【当日の来場者の目を引くにｊは】 

・ボッチャで子どもの興味を惹く 

・スポーツ振興課とコンテンツを共有させてもらう 

・スケジュール分ける 例）１日だけブースを出し、ＡＭは個々の団体、ＰＭは

協議会全体の周知にする等 

 

決定事項 
・ブース設置の目的は当部会を知ってもらうこと 

・当日は、ヘルプマークや防災バンダナの啓発・配布を行う 

今後の動き 
・選手との交流については、可能かどうか検討する。 

・ヘルプマークを配布できるかどうか市と相談する。 

・部会で作成した防災バンダナの在庫確認を行う。 

・部会の構成員の意向を調査する。（ＰＲしたいことはあるか、当日参加可能

か） 

 

次回開催は決まり次第連絡する。 


